
様式第３号 

令和７年度 学校経営報告書（自己評価） 
 

学校番号 56 学 校 名 掛川東高校 校 長 名 邑田聡一 

 

本年度の取組（重点目標はゴシック体で記載） 

  取組目標 成果目標 達成状況 評価 成果と課題 

ア 

自律と自立の力を育

成するため、高い規範

意識と品性を養う。 

・「『自律と自

立』の意味につ

いて考え、行動

することがで

きた」と答える

生徒 80%以上 

 

・「気持ちのよ

い挨拶、制服の

端正な着こな

しができた」を

肯定する生徒

95％以上 

98％ 

 

 

 

 

 

 

挨拶 

98％ 

 

着こなし 

99％ 

A 

【全教職員・生徒課】 

・校則について考える LHR や自

律と自立について考える LHR の

定期開催によって振り返る時間

が増え成果として表れている。

３年生の開催は来年度検討す

る。 

 ・毎年入れ替わる生徒に向けて

徹底して指導を続けていく必要

がある。また、心得や校則の見

直しが先輩たちの努力によって

成し遂げられていることを理解

させなければいけない。 

・「ルールやモ

ラルの意義に

ついて考え、主

体的にルール

やモラル守る

ことができた」

と答える生徒

80%以上 

99％ 

 

A 

【生徒課】 

・生徒たちの規範意識によって

最低限の秩序が保たれている。 

 

 

 

・「次の予定を

考え、時間を見

て行動するこ

とができた」と

答える生徒 80%

以上 

99％ 

A 

【全教職員・生徒課】 

・数字ほどできていないと感じ

る。職員からの言葉かけや職員

全体もその意識を強く持ちた

い。 

・教員の指導前

にポートフォ

リオが作れた

生徒 50％以上 

全体 62％ 

 

1年 68％ 

 

2年 54％ 

 

3年 65％ 
A 

【学年・担任】 

１年部 

・行事や節目に、行事シート等

を作成させ、適切に声掛けする

ことで、自主的な作成を促すこ

とができた。 

２年部 

・声かけが十分でなかったせい

もあり、ポートフォリオの作成

が習慣化しているとは言えな

い。日頃から声かけをし定着化

を図りたい。 

３年部 

・２年次と比べて数値は上昇し
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ており、自発的な取り組みがで

きるようになってきた。 

イ 

主体的に学ぶ習慣を

確立し、社会の変化に

柔軟に対応できる力

を身につける。 

・他者の授業見

学を行い、自ら

の授業改善を

行った教員 80%

以上 

  

・「週５日以上

自主学習に取

り組めた」と答

える生徒 60%以

上 

  

・「授業がわか

り、学力が伸び

ている」と答え

る生徒 75%以上 

83％ 

 

 

 

 

 

76％ 

 

 

 

 

 

91％ 

A 

【全教員・教務課】 

・校内研修と授業公開週間の周

知と参加の促進ができた。 

 

・学習時間調査を活用し、引き

続き正副担任や教科担当、部活

動顧問などによる声掛けと指導

を続けていく。また、教科間の

課題等の共有も必要である。 

 

・授業改善と関連しているので、

活性化された研修の質を保つ。 

 

・生徒の授業に取り組む姿勢が

良いので、教員側も授業をしや

すい。お互いの相乗効果もある。 

・学習方法、学

び方の改善を

生徒に助言し

た教員 80%以上 

100％ 

A 

【教務課】 

・教員間で授業見学に行きやす

く、指導法の交換などがしやす

い環境が結果に表れている。 

・「情報セキュ

リティーを意

識した（端末等

の）活用を心掛

けた」と答える

生徒 90%以上 

98％ 

 

A 

【図書情報課】 

・ほぼすべての生徒が情報セキ

ュリティーを意識した活用をお

こなっている。しかしながら移

動教室時等における端末の保管

などに不安が残るため、この点

の意識向上を図りたい。 

・ＩＣＴを活用

する授業を行

う教員 90％以

上 

96％ 

 

A 

【全教員・図書情報課】 

・多くの先生が iPadやプロジェ

クタ等の ICT を活用する授業を

展開している。今後は使用のみ

ではなく、内容についても紹

介・助言等をおこないたい。 

・総合的な探究

の時間につい

て、計画を実行

していく中で、

内容について

その都度検証

し、必要な見直

しをする。 

 

 

 

数値による評

価無し 

A 

【総合的な探究の時間推進委員会】 

・「新しい働き方ラボ」との協働

による新規事業として、外部研

究員を招いたオンライン相談会

を定期開催した。従来より学外

（ポートカケガワ等）で活動す

る意欲的な生徒はいたが、本事

業を「授業時間内の校内活動」

として組み込むことで、これま

で接点がなかった層へも外部連

携の機会を創出し、探究活動の

裾野を大きく拡大させた。 
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ウ 

社会の中で働く自分

の理想像を見つけ、自

己の可能性に挑戦す

る姿勢を身につける。 

・「主体的に将

来を考えた」と

答 え る 生 徒

100％ 

  

・「本校の進路

指導に満足し

ている」と答え

る生徒 80％以

上 

93％ 

 

 

 

 

94％ 

 

A 

【進路課】 

・様々な活動の機会を通じて将

来を主体的に考える生徒が増加

した。 

・学年や学級の枠組みを超えて、

全職員で支援に取り組んだ成果

である。個別ニーズへの継続的

対応が課題である。 

 

・進路相談、小

論文、面接指導

等に関わる教

員 100％ 

96％ 

A 

【全教員・進路課】 

・小論文、面接、プレゼンテー

ション等の機会を全職員で分

担、支援した。 

・各種検定や資

格取得に挑戦

した生徒 50%以

上 

 

50％ 

A 

【教科・進路課】 

・昨年度より英語検定は外部の

会場にて実施としたが、一定数

の受検者がおり今年度も目標の

数値に到達できた。 

エ 

集団の中で切磋琢磨

し、自他を認め合い、

たくましい心身と豊

かな感性を身につけ

る。 

・「学校生活に

満足している」

と答える生徒

90％以上 

  

・「学校行事、

ホームルーム

活動、生徒会活

動、部活動のい

ずれかに積極

的に参加でき

た」と答える生

徒 80%以上 

97％ 

 

 

 

 

98％ 

 A 

【全教職員・生徒課】 

・心理的安全性が確保された生

徒一人一人が活躍できる環境づ

くりの推進に向け、昨年度に引

き続き生徒一人一人の心理的安

全性の現状を把握するほか、本

校における心理的安全性向上に

資する取組例をとりまとめ、学

校経営、ホームルーム経営の参

考資料とした。 

・授業を利用し

て外部の専門

家による講演

会を年間２回

以上開催し、人

権意識の向上

を図る。 

数値による評

価無し 

A 

【保健相談課】 

・人権講座（文化講演会）を実

施し、掛川市の多文化共生推進

プランを通じて人権意識を高め

ることができた。 

【学年・担任】 

１年部 

・健康、情報モラルの講演を聴

講し生徒の意識が向上した。 

２年部 

 ・議員や税理士による出前講座

を通し、社会や人権に関する意

識を高めることができた。 

３年部 

・法務局職員の方による授業や、

文化講演会を通して人権意識を

高めることができた。 
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・毎月１冊以上

読書をした生

徒および教員

80％以上 

生徒 64％ 

 

教員 52％ 

 
C 

【図書情報課】 

・昨年度よりも悪化した。他校

と比較しても数値目標は高い

が、様々な工夫をおこない、目

標を達成したい。 

・図書室に国語科通信で紹介し

た本を配架するコーナーを設置

した。 

・「日常の生活

の中で、各自の

役割を果たし、

人のために行

動できた」と答

える生徒 80％

以上 

97％ 

A 

【生徒課】 

・生徒一人ひとりの意識が向上

し、他者に対する思いやりや気

配りが以前よりもできるように

なった。 

オ 

学校外との連携を大

切にし、安心・安全で

地域から信頼される

学校づくりに努める。 

・「進んでボラ

ンティア活動

に参加できた」

と答える生徒

50％ 

59％ 

A 

【生徒課】（関係部活動） 

・ボランティア部の積極的な活

動に加え、全校生徒に公募した

ボランティアに参加する生徒も

一定数あった。 

・ＰＴＡ行事等

へ の 参 加 率

50％以上 

ＰＴＡ総会出

席人数 

 

 309/613人 

 

 参加率 50.4% 

A 

【全教職員】（総務課） 

・3年生の保護者の参加率が 62％

を越えたため目標を達成するこ

とができたが、1，2 年生の保護

者の参加率を上げることが課題

である。 

・ホームページ

等で情報発信

を行った教職

員 75％以上 

96％ 

A 

【全教職員】 

・リレー形式での公式Ｘ投稿は

順調に根付いており、一部の職

員に負担が偏ることなく、最低

でも週に１回の投稿ができてい

る。 

・ホームページに活動風景を投

稿する部活が偏っていることは

課題である。 

・「掛川東高校

の教育に満足

している」と答

える生徒及び

保護者 75％以

上 

生徒 95％ 

 

保護者 94％ 

 
A 

【全教職員】 

・生徒、保護者だけでなく、中

学生や地域からの評価や期待も

高まっていると感じている。 

・保護者及び生

徒のＣ－ラー

ニングの登録

率 100%、利用

率 90% 

保護者 

   登録 100％ 

   利用 100％ 

生徒 

   登録 100％ 

   利用 96％ 

A 

【図書情報課】 

・連絡ツールとして有効なため、

今後も登録率 100％、利用率 90％

以上を継続していく。 
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・校外の個人・

団体と関連す

る教育活動を

した教員 50％

以上 

48％ 

 

B 

【全教職員】（進路課） 

・探究学習における外部相談体

制が軌道に乗り、その連携に関

わる教員も増えつつある。 

・「学校に信頼

できる先生が

いる」と答える

生徒 80％以上 

93％ 

A 

【保健相談課】 

・心身の健康調査を実施し、結

果を担任にフィードバックし

た。気になる生徒をリストアッ

プし、SC の面談につなげた。ポ

ストだけでなく、Cラーニングを

活用し、相談室予約ができるよ

うにした。 

・教職員の事故

発生件数ゼロ 

 

・施設に関する

事故発生件数

ゼロ 

 

・監査等の指示

指摘事項ゼロ 

 

３項目全て０ 

A 

【管理職】 

・職員からの連絡や相談など、

早いタイミングで情報共有があ

ったことが良かった。 

・職員会議後にはコンプライア

ンス研修を実施し、職員の意識

の向上を図った。 

・学校職員衛生委員会にて、危

険が潜む箇所を洗い出して対応

した。 

 

【事務室】 

・法定点検等の報告は確実に回

覧し不適格等な個所を、計画的

に修繕等を実施し、施設に関す

る事故を防止した。 

・常に内部統制を効かせ協力し

合い、誤りのない事務処理がで

きた。 

カ 

教職員が働きやすい

職場をつくり、教育活

動の質の向上を図る。 

・設定された時

間内での会議

80%以上 

数値による評

価無し 

A 

【管理職・各課長】 

・職員会議は勤務時間内に終了

したが、その後の学校職員衛生

委員会（一部職員参加）が勤務

時間外まで及ぶケースがあった

点は改善の余地がある。 

・授業等の始

業・終業、遅刻

者ゼロを目指

す。 

生徒 

98％ 

 

教員 

96％ A 

【管理職】 

・昨年度からの呼びかけのお陰

もあり、授業終了時刻の延長は

しないという雰囲気が醸成され

ている。 

【教務課】 

・継続した呼びかけによって、

終業時間の延長をさらに改善す

る。 



様式第３号 

・「下校時刻を

守ることがで

きた」と答える

生徒 80%以上 

99％ 

 

A 

【生徒課】 

・成果目標を大幅に超えて達成

できた。引き続き下校時刻を守

れるような働きかけをしていき

たい。 

・週１回定時退

勤できた教職

員 70％以上 

65％ 

B 

【全職員】 

・年度初め、各職員の実情に合

わせて定時退勤日（曜日）を設

定した。 

・時間外在校時間の推移を学校

職員衛生委員会資料に掲載し、

全職員にも知らせた。時間外在

校時間は、45時間以上と 80時間

以上ともに、多くの月で昨年度

よりも減少している。 

・定時退勤日について、年間を

通しての呼びかけはできなかっ

たが、定時で退勤することに対

する雰囲気づくりは定着してい

る。 

・夜に職員室で仕事をしている

教員に対し、数名になったとこ

ろで「何時までやるか」の声掛

けをすることが、仕事を切り上

げるきっかけとなっている。 

・「部活動ガイ

ドラインの趣

旨を踏まえて

活動できた」と

答える教員の

割合 100% 

  

・負担感、多忙

感が改善され

たと答える教

職員 50％ 

96％ 

 

 

 

 

 

 

78％ 
A 

【全職員】（管理職） 

・多くの部活において、無理の

ない時間帯での活動や休養日の

設定ができている。 

・一部の職員に業務が集中して

いる部分があるため、さらなる

業務の平準化が必要である。 

・昨年度に引き続き「職員室の

心理的安全性」に関する調査を

行うことが、年間を通じて「心

理的安全性のある職場」を意識

しての環境づくりに寄与してお

り、負担感や多忙感の軽減につ

ながっていると感じる。 

 


